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とを目的として行われ、主に筆者が講師を務めた 1。まず、1日目には、ACTFL（American Council 














Interagency Language Roundtable）が 1950 年代に開発した言語運用能力の記述に基づいている。
しかし、ILRの基準（0から 5）は、高度な言語能力を問われる省庁の人材の能力を測るための
もので、中等・高等教育で外国語を学ぶ学習者には不適切であったため、1980 年代に ACTFL
が ILRの基準の 0から 3 を細分化した学校教育に相応しい基準を作成し、何度かの改訂（特に
1999 年）を経て現在に至る。 
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るのではないかと考える 2 。これについてはセクション4で述べる。 
報告されたハル大学のアセスメントは、事前に学生が準備してきたテーマ「お見合いと恋愛」
Noriko Iwasaki 
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Common European Framework of Reference（CEFR）の can-do statementsにはいくつかこれに関
わる項目がある。CEFRでは、話す能力は産出（production）とやりとり（interaction）に分類さ
れているが、「やりとり」には「社交的なやりとりをする」という項目があり、感情表現に関
してはC1、B2、B1、A2.2 のそれぞれの能力に次のような記述例がある 3。 
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5 教科書もCEFRの can-do statementsやACTFL基準の記述も「インフォーマル」な場面の方が「フォーマ
ル」な場面のやりとりよりも習得しやすいということを前提としているようである。しかし、この場合の
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